
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

豊後高田昭和の町地区（第二期）

平成２９年３月

大分県豊後高田市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

１．数値目標の達成状況の確認（確定値）１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり -

見込み ● なし -

様式4－②　その他の数値指標の確定

様式4－②　その他の数値指標の確定様式4－②　その他の数値指標の確定

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

■　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

4,300

■　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

市全体の人口が減少している中で、

市中心部に占める人口は、横ばい

で推移している。また、市全体に占

める市中心部の人口割合は、増加

傾向にある。引き続き、まちなかの

居住環境の向上により、定住促進を

図っていく必要がある。

83.9

■　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

新図書館や健康なまちづくりを推進

するまちなかウォーキングロードの

整備など、都市機能の充実を図り、

計画区域内の人口減少は市全体の

人口減少よりも緩やかであったが、

転出人口の割合が増加した。その

ため、今後は、健康をテーマとした

公園・拠点施設の整備に加え、コ

ミュニティの活性化を図る地域交流

センターの整備など、さらなる居住

環境の充実を図り、転出者人口の

割合の抑制を図っていく。

H28年5月

計画開始時から転

出者人口の割合は

減少傾向となってい

たが、最終年度に

おいて、転出人口

が増加（前年度比

＋33人）したため

〇

その他の

数値指標２

市中心部の居住人口 人 4,308

昭和の町を起点とした、市内観光地

との組み合わせによる周遊観光が

増加している。引き続き、市観光の

玄関口となる昭和の町の魅力向上

を図り、市全体の観光振興へとつな

げる必要がある。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに

よる確定値

計測時期

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

H28年6月

計画開始時から市

中心部の居住人口

は、増加傾向となっ

ていたが、最終年

度において、居住

人口が減少（前年

度比△６４人）した

ため

その他の

数値指標１

指　標 従前値 総合所見

17.417.4

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ

る場合や改善が見られない場合等

指標２

滞在時間 分 94.3

指標３

転出者人口の割合 4.9

総合所見

商店街主催のイベント等の実施、昭

和ロマン蔵やボンネットバスなどの

既存資源の活用による集客力の向

上、宮町のロータリーやモニュメント

の整備、店舗修景などの昭和の町

の雰囲気づくりの充実を図るととも

に、移住者や若者の創業もあり、来

街者の増加に一定の効果があった

ものの、目標達成はできなかった。

そのため、昭和の町新拠点施設の

整備や店舗修景事業の実施など引

き続き、昭和の町のブランド力を磨

き上げていことで、来街者数の増加

を図っていく。

△H28年１月

H28年4月

確定値が評価値と比較して大きな差異があ

る場合や改善が見られない場合等

来街者数は、減少

傾向となっていた

が、最終年では、新

規イベントや旅行会

社によるツアー造

成など誘客促進を

図ったことで、来街

者数の増加につな

がったため

■　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

旅行形態がツアー型から個人型の

旅行へと、また、昭和の町のみを目

的とした旅行パターンから他の観光

地と組み合わせたパターンへと移行

してきていることから、滞在時間が

減少傾向となっている。そのため、

昭和の町新拠点施設の整備や店舗

修景事業の実施など引き続き、昭和

の町のブランド力を磨き上げていこ

とで、滞在時間の延長を図っていく。

滞在時間は、減少

傾向となっていた

が、最終年度は、

新規イベントや旅行

会社のツアー造成

など誘客促進を

図ったことで、滞在

時間の延長につな

がったため

事後評価

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成

度

×

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに

よる確定値

4.2 5.5 H28年4月

360,342

計測時期指　標 従前値 目標値

指標１

来訪者数 人/年 333,488

1年以内の

達成見込み

4.6

目標値

％

4,400

1年以内の

達成見込み

×

326,848

見込み・確定

の別

400,000 △

106.5 79.7

市内観光地への立ち

寄り割合

％ 15.8

事後評価

見込み・確定の別



２．今後のまちづくり方策の検証

２．今後のまちづくり方策の検証２．今後のまちづくり方策の検証

２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

◆市民待望の新図書館を、公共施設が集積した市民利便性の

高い場所に整備した。

◆市道玉津海岸線の歩道にゴムチップ舗装や歩行測定器を設

置し、まちなか健康ウォーキングロードを整備した。

実施した結果

・成果を持続させるために

行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた

めの改善策

・残された課題・新たな課題への

対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した

今後のまちづくり方策（事項）

あらゆる世代が楽しめるまちづくり

昭和の町の居住環境を活かした中心市街地とその周

辺への定住促進によるコンパクトな都市構造の構築

・昭和の町の来街者数は、平成23年をピークに右

肩下がりとなっていたが、計画最終年は、これまで

の取組みの成果もあり増加した。

◆昭和の町のシンボル的存在となっていた赤レンガを改修し、

パン屋の誘致や昭和３０年代にマッチした店舗修景事業を実施

した。

◆レトロな雰囲気を持った街路灯や宮町商店街にマッチしたモ

ニュメントを整備した。

◆まちなかでボンネットバスの周遊を実施した。

◆昭和の町のシンボル的存在となっていた赤レンガを改修し、

パン屋の誘致や昭和３０年代にマッチした店舗修景事業を実施

した。

◆市民待望の新図書館を、公共施設が集積した市民利便性の

高い場所に整備した。

◆玉津商店街の通りを、公園のような歩いて楽しい空間するた

め、トリックアートを施した。また、月１回の恒例行事となった地

元団体による『玉津プラチナ市』を開催している。

◆市観光まちづくり株式会社による昭和の町を起点とした、市内

観光地への周遊促進に向けた取組の実施

昭和を感じるまちづくり

滞留・回遊が賑わいを呼ぶまちづくり

具体的内容

昭和の町の集客力を活かした市全域の観光振興への

展開

・利用者数が年間８万人を超えて推移しており、順

調に愛用されている。

・高齢者が楽しいまちづくりを進める玉津商店街に

おいて、子どもから高齢者まであらゆる世代が楽し

める空間の創出により、世代間交流や交流人口の

拡大が図られている。

・健康なまちづくりの推進により、市民の健康寿命

が延伸している。

・市全体の観光入込客数は、恋叶ロードなど魅力

的な観光スポットの集客力が高まっており、増加傾

向となっている。

◆市民待望の新図書館を、公共施設が集積した市民利便性の

高い場所に整備した。

◆玉津商店街の通りを、歩いて楽しい公園のような空間するた

め、トリックアートを施した。また、月１回の恒例行事となった地

元団体による『玉津プラチナ市』を継続的に開催した。

◆市道玉津海岸線の歩道にゴムチップ舗装や歩行測定器を設

置し、まちなか健康ウォーキングロードを整備した。

実施した具体的な内容

引き続き、昭和30年代をコンセプトとしたまちづくりを推進するとと

もに、新たな観光交流センターの整備に取り組むなど、これまで

培ってきた昭和の町のブランド力を磨き上げる必要がある。

引き続き、昭和30年代をコンセプトとしたまちづくりを推進するとと

もに、新たな観光交流センターの整備に取り組むなど、これまで

培ってきた昭和の町のブランド力を磨き上げる必要がある。また、

健康をテーマとした公園や拠点づくりを進めるとともに、地域コミュ

ニティに欠かせない交流施設の整備などを進め、都市機能の充

実を図り、まちなかに人を呼び込む仕掛けづくりを行う必要があ

る。

市内観光地への周遊の起点となる、昭和の町では、昭和30年代

をコンセプトとしたまちづくりを推進するとともに、新たな観光交流

センターの整備に取り組むなど、これまで培ってきた昭和の町の

ブランド力を磨き上げる必要がある。また、市内観光地の魅力をさ

らに高めるとともに、周遊促進に向けた情報発信を強化する必要

がある。

今後の課題　その他特記事項

引き続き、健康をテーマとした公園や拠点づくりを進めるとともに、

地域コミュニティに欠かせない交流施設の整備などを進め、魅力

的な居住環境を形成し、定住促進を図る。

引き続き、健康をテーマとした公園や拠点づくりを進めるとともに、

地域コミュニティに欠かせない交流施設の整備などを進め、魅力

的な居住環境を形成し、定住促進を図る。

本市では、市民総ぐるみによる健康なまちづくりの一環として、ラジオ体操や歩数計を

活用したチャンレンジウォーキングなどの取組みを推進している。まちなかにおいて

は、市道玉津海岸線の歩道にゴムチップ舗装を施したり、玉津商店街の通りにトリック

アートを施すなど、まちなかウォーキングロードの環境整備を行った。

引き続き、取り組みを強化するため、高齢者をはじめたとした市民の誰もが集い、元気

に楽しく、遊びながら健康づくりができる公園をコンセプトとした魅力的な公園整備を行

うとともに、その健康公園に隣接する場所に、スポーツジムや健康教室など市の健康

増進事業を行う拠点施設の整備を計画している。

市民の健康寿命は、県内でも中位から下位に位置していたものが、健康なま

ちづくりの推進もあり、徐々に延伸してる。今後も、これまで以上に、健康づくり

の取組みを促進するため、気軽に楽しめながら、継続して運動できる環境づく

りを進めていく。

子どもから高齢者まで多様な世代が健康にいきいきと

暮らし、共に支え合う健康なまちづくり

実施時期

平成28年度～

・市全体の人口が減少している中で、市中心部の

居住人口は横ばいで推移しており、また、市全体に

占める居住人口の割合は、増加している。

・昭和の町の取組みによる市外からの来街者に加

え、図書館の整備などにより市内からの来街者も

増加しており、まちなかでの滞在時間の延長や回

遊性の向上が図られたことで、賑わい創出につな

がっている。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 87.7 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 平成21年度 平成27年度

分 平成21年度 平成27年度

％ 平成21年度 平成27年度

都道府県名 大分県 豊後高田市 豊後高田昭和の町地区

計画期間 交付期間 27

大目標：　昭和３０年代の懐かしさとプラチナの輝きで活力あふれるまちづくり～豊後高田昭和の町地区第二期活性化計画～

　目標１　：　観光振興 　　懐かしさと輝きが体感できる観光まちづくりの推進

　目標２　：　商業活性化　みんなに愛され利用される商店街づくりの推進

　目標３　：　定住促進 　　楽しみ・学び・輝けるまちづくりの推進

〇本地区は、大分県北部、国東半島の西側の付け根に位置する。かつては半島の拠点都市として商業集積により賑わいをみせていたものの、昭和40年代以降は時代の潮流を乗りきれず、過疎化による後継者不足や大型店の進出などにより空き店舗

も増え、戦火を逃れた商店街は古い建物が多く残されたまま衰退の道をたどってきた。

〇そのような中、本市では、平成４年に商工会議所が商業活性化構想を策定したものの、実現には至らず、中心商店街の衰退はさらに加速していた。以来『中心市街地はまちの顔、ほかの町には無い、自分たちの地域の個性をいかしたまちづくりを』と

の思いで、商工会議所及び地元商店主をメンバーとして、足かけ９年間にわたって地域づくりのコンセプトづくりを行った。その結果、時代に取り残されていた商店街の特色をいかして、商店街が最も華やかで元気だった昭和３０年代をテーマとし、その当

時の街並みを再現して商業の振興に観光振興をプラスとして活性化を図る『豊後高田昭和の町』づくりが平成１３年度からスタートした。本物の商店街で懐かしさを再現した取り組み、時代の潮流、案内人（ガイド）によるコンセプト説明、九州内の旅行会社

へのPR活動やマスコミ等での紹介も相まって、「昭和の町」は着実に地域に浸透・拡大し、平成15年には年間20万人を集客するまでに至った。

○また、平成１７年には昭和の町の品質を確保し、タウンマネジメントの機能を持つ、豊後高田市観光まちづくり株式会社を設立。まちづくりの推進体制を強化し、平成18年度から「豊後高田“昭和の町”地区都市再生整備計画」に取り組みはじめた。本計

画では、観光振興、商業活性化、定住促進の実現による“地域文化の再生と創造により持続可能な交流がうまれる　魅力溢れるまちづくり・賑わいづくり”を進めており、平成19年5月に認定された豊後高田中心市街地活性化基本計画とあわせて事業を

推進することで、観光交流機能の強化や昭和の町のブランド力の向上、商店街の新たな魅力づくりに繋がるほか商店街の自主的な取り組みが始まるなど、まちの魅力が高まった。

○今後は観光振興および商業活性化を強化し、さらに、新しい桂橋により結ばれるもう一方の商店街・玉津商店街においても、高齢者世代＝プラチナ世代が楽しめる『昭和の町・玉津プラチナ通り』として地域づくりを行うこととともに、年齢層に関係なく市

民にも魅力あるまちづくりを進め、豊後高田市の中心部としての魅力を維持・向上させるほか、地域コミュニティ活動の活発化は見られるものの目標には達していない住民の定住促進を図り、高齢化社会にも対応していく必要がある。

①昭和の町の活性化をさらに促進させるためには“まちは常に進化を遂げなければならない”－そのため、昭和の町を形成する店舗の拡充等を行うことにより､景観面を含めた統一イメージを促進させるとともに、魅力ある地域ブランドの発表の場＝“ハレ

の場”としての個店づくりを行い、昭和の町のブランド力強化を図るとともに、新たな拠点施設づくりや既存施設のリニューアルなど観光交流機能を強化する必要がある。

②昭和の町の活性化をさらに促進させるためには“観光客にも市民にも愛される商店街づくりを行う必要がある”－そのため、桂川により二分される高田地区及び玉津地区の特色をいかして、懐かしさを体感でき、プラチナ世代が買物を楽しめるための各

個店づくりや戦略的なハード事業やソフト事業の実施などにより、一体となった商業の活性化につなげていく必要がある。

③商店街を中心として中心市街地の活性化を真に図るためには“行ってみたくて楽しいまちづくりを行う必要がある”－そのため、子ども・大人・プラチナ世代といったあらゆる世代が楽しめ、学べ、安心して公共サービスなどが受けられるまちづくりを進め

ることにより、定住魅力の向上を図る必要がある。

○当地区の将来ビジョンを描いている上位計画は「豊後高田市総合計画（計画期間：平成１８年度～平成２７年度）」「豊後高田都市マスタープラン案（目標年次：将来の都市像　平成42年、都市施設の整備目標　平成32年）（現在大分県にて検討中）」「豊

後高田市中心市街地活性化基本計画（計画期間：平成19年5月～平成24年3月）」の3つである。

○社会資本整備総合計画最終年に当たる平成２７年は、中心市街地活性化基本計画目標年次の４年後、総合計画期間の最終年にあたる。

○上位計画をまとめると、昭和の町が目指す方向としては以下の４点が挙げられる。

　①市全体の観光・商業の拠点としての充実を図り、周辺地区との連携を進める。

　②高田地区・玉津地区の特色をいかしながら連携を図り、官民協働の推進、高齢化社会への対応を進め、観光客にも市民にも愛されるまちなかを目指す。

　③官公庁施設の集積による業務機能の充実を図る。

　④住宅建設の促進による良好な住宅地の形成を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

滞留時間

昭和の町来街者調査における「昭和の町」における滞留時間

商店街の再点検や商店街周辺の道路整備等を行うことにより、回遊の利

便性の向上や回遊観光客の増加が図られ、商店街での滞留時間が増加

し、商業の活性化が図られる。

94.3 106.5

来訪者数

市統計資料による計画区域内に立地する代表的な観光施設「昭

和ロマン蔵」への年間来訪者数

観光施設の整備や地元の関係者や商工会議所等の諸団体、行政が一体

となった観光客誘致イベント等を進めることにより、観光拠点と商店街の

魅力が向上し、来訪者数が増加し、観光振興が図られる。

333,488 400,000

転出者人口の割合

住民基本台帳による地区内の居住人口（前年度末）に対する転出

人口の割合

まちづくりへの参加機会の増加や楽しみながら学べる場づくり、日常の買

い物がしやすくなること等により、居住観光の向上や市政への満足度が向

上することで人口が定着し、定住促進が図られる。

4.9 4.6



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

①まちづくりのための人材養成

　続・昭和の町づくりによるキラリと光る雇用創出大作戦を実施し、魅力ある店舗の運営、ネットショップ、観光案内ガイド等の養成講座を開講し、人材の育成を図る。

②まちづくりと一体となった交通基盤の整備

　域外よりの来訪者だけではなく、市民乗り合いタクシーの整備により、地元の利用者の視点に立った快適な交通環境の形成を図る。

③山・里・海・街の連携

　豊後高田市の千年にわたる歴史、文化を形成する山（六郷満山文化）、里（中世村落遺跡）、海（長崎鼻、真玉夕陽海岸）、街(昭和の町）を結び、周辺観光地を推進し市全域の活性化を図る。

④新たな広域観光ツールの整備、ルート調査・検討

　電気自動車等を導入し、健康と環境に配慮した広域観光の推進を図るとともに、新たな広域観光ルートを調査・検討する。

⑤教育のまちづくりの推進　

　　

　　

方針に合致する主要な事業

整備方針１　：　

昭和の町において、まちなかに眠る昭和の建築物等の活用や既存施設のリニューアルなどを行い、懐かしい景観や地域の特産品などもいかした商店街

づくりを推進し、地区の一体的な魅力をさらに向上させ、さらなる来訪者の増加を図るとともに、昭和の町と周辺地区を連携させた新たな観光ルートや既

存施設等の活用方法を検討し、新たなにぎわいづくりの拠点化を図る。

・地域創造支援事業（提案事業/修景・チャレンジショップ等支援事業）

・まちづくり活動推進事業（提案事業/中心市街地活性化協議会支援）

・（関連事業/昭和の町・プラチナ通り等活性化支援）

・（関連事業/拠点施設再点検強化事業）

・（関連事業/ボンネットバス活用支援）

・（関連事業/拠点施設活用事業）

・（関連事業/中心市街地魅力向上事業）

整備方針２　：　

昭和３０年代の懐かしさを体感できる昭和の店づくりやプラチナ世代が楽しめる高齢者向けの店づくりを進め、にぎわいを継続的なものとするため、拠点

施設や店舗の魅力を再点検し、必要に応じて強化を図ることで、より一層の商業の活性化を図り、様々な世代に愛される商店街づくりを推進する。また、

市民が中心となった活動を継続的に実施できるような組織や活動のあり方を検討する。

・高質空間形成施設（基幹事業/昭和の町街路灯）

・高質空間形成施設（基幹事業/玉津プラチナ通り美装化）

・高質空間形成施設（基幹事業/上町線美装化）

・高質空間形成施設（基幹事業/御玉１号線美装化）

・地域創造支援事業（提案事業/修景・チャレンジショップ等支援事業）

・まちづくり活動推進事業（提案事業/中心市街地活性化協議会支援）

・（関連事業/道路　（他）玉津海岸線（御玉工区））

・（関連事業/道路　（１）新町上町線（玉津工区））

・（関連事業/道路　（他）上町線（玉津工区））

・（関連事業/ボンネットバス活用支援）

・（関連事業/プラチナ情報センター整備事業）

・（関連事業/市道玉津海岸線施設等整備事業）

・（関連事業/まちなか憩い空間整備事業）

・（関連事業/拠点施設活用事業）

・（関連事業/中心市街地魅力向上事業）

整備方針３　：　

新中央公園や新図書館等の新たな施設、そして既存施設等の活用強化や活用方法の見直しにより新たなコミュニティの場の創出・強化を行うほか、地域

の宝である子ども、そして大人が楽しみ学び、プラチナ世代が地区内を安全・安心かつ楽しく公共サービスを受け日常の買物ができるといった、すべての

世代が輝けるまちづくりを進め、定住促進を図る。

・高次都市施設（基幹事業/地域交流センター）

・公園事業（基幹事業/御玉市民公園（仮称）整備）

・高質空間形成施設（基幹事業/玉津プラチナ通り美装化）

・高質空間形成施設（基幹事業/宮町商店街景観形成等魅力向上施設）

・高質空間形成施設（基幹事業/昭和の町街路灯）

・高質空間形成施設（基幹事業/上町線美装化）

・高質空間形成施設（基幹事業/御玉１号線美装化）

・高質空間形成施設（基幹事業/宮町ロータリーグレードアップ）

・事業活用調査（提案事業/市庁舎跡地等の活用方策検討調査）

・まちづくり活動推進事業（提案事業/中心市街地活性化協議会支援）

・（関連事業/道路　（他）玉津海岸線（御玉工区））

・（関連事業/道路　（１）新町上町線（玉津工区））

・（関連事業/道路　（他）上町線（玉津工区））

・（関連事業/道路　（他）御玉１号線（御玉工区））

・（関連事業/道路　（他）宮町海岸線（高田工区））

・（関連事業/道路　（他）御玉川原線（是永町工区））

・（関連事業/旧図書館活用整備）

・（関連事業/昭和の町・プラチナ通り等活性化支援）

・（関連事業/昭和の町のあり方検討調査）

・（関連事業/市民きらきら学び塾事業）

・（関連事業/図書館建設事業）

・（関連事業/輝くプラチナいきいき交流事業）　

　

・（関連事業/プラチナ情報センター整備事業）　

　

・（関連事業/市道玉津海岸線施設等整備事業）

・（関連事業/まちなか憩い空間整備事業）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路

道路

道路

道路（地方都市リノベーション事業）

公園 公園整備 豊後高田市 直 0.89ha H25 H27 H25 H27 118.4 118.4 118.4 0 118.4

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 緑化施設等 豊後高田市 直 － H24 H24 H24 H24 34.9 34.9 34.9 0 34.9

緑化施設等 豊後高田市 直 － H24 H24 H24 H24 7.0 7.0 7.0 0 7.0

緑化施設等 豊後高田市 直 － H24 H24 H24 H24 21.0 21.0 21.0 0 21.0

緑化施設等 豊後高田市 直 － H27 H27 H27 H27 31.0 31.0 31.0 0 31.0

緑化施設等 豊後高田市 直 － H26 H26 H26 H26 9.5 9.5 9.5 0 9.5

緑化施設等 豊後高田市 直 － H26 H26 H26 H26 4.2 4.2 4.2 0 4.2

高次都市施設 観光交流センター

地域交流センター 豊後高田市 直 － H25 H27 H25 H27 84.6 84.6 84.6 0 84.6

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 310.6 310.6 310.6 0.0 310.6

…A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

細項目 開始年度 終了年度 開始年度 終了年度

事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

豊後高田市観光まちづくり会社/商工会議所

間 87.7ha H25 H27 H25 H27 14.5 14.5 14.5 10.0 14.5

豊後高田市 直 0.89ｈａ Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 2.7 2.7 2.7 0 2.7

中心市街地活性化協議会支援

豊後高田市中心市街地活性化協議会

直 － H23 H27 H23 H27 6.1 6.1 6.1 0 6.1

合計

23.3 23.3 23.3 10.0 23.3

…B

合計(A+B) 333.9

事業活用調

査

市庁舎跡地等の活用方策検討調査 市庁舎跡地

まちづくり活

動推進事業

－

交付期間内事業期間

地域創造

支援事業

修景・チャレンジショップ等支援事業 計画区域

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間

住宅市街地

総合整備

事業

宮町ロータリーグレードアップ

市民コミュニティプラザ

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

玉津プラチナ通り美装化

宮町商店街景観形成等魅力向上施設

昭和の町街路灯

上町線美装化

御玉１号線美装化

市庁舎跡地

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

交付対象事業費 334 交付限度額 150.2 国費率 0.45

交付期間内事業期間

細項目

（参考）事業期間



（参考）関連事業

事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

社会資本整備総合交付金　関連事業　道路 豊後高田市 国土交通省

L=908.4m、W=11.5m

〇 H23 H27 202.1

社会資本整備総合交付金　関連事業　道路 豊後高田市 国土交通省

L=218m、W=4.6m

〇 H23 H24 34.0

社会資本整備総合交付金　関連事業　道路 豊後高田市 国土交通省

L=240m、W=5.0m

〇 H25 H27 58.4

社会資本整備総合交付金　関連事業　道路 豊後高田市 国土交通省 L=310m、5.5m 〇 H24 H25 22.8

社会資本整備総合交付金　関連事業　道路 豊後高田市 国土交通省

L=449.7m、W=5.0m

〇 H23 H23 15.5

社会資本整備総合交付金　関連事業　道路 豊後高田市 国土交通省

L=260m、W=9.5m

〇 H25 H27 77.9

豊後高田市 国土交通省 194.2㎡ 〇 H24 H24 20.4

観光まちづくり会社/商工会議所/観光協会/昭和の町豊後高田観光再生協議会/玉津プラチナプロジェクト

国土交通省 － 〇 H23 H27 5.6

豊後高田市観光まちづくり会社/商工会議所

国土交通省 － 〇 H23 H24 12.5

豊後高田市観光協会

国土交通省 － 〇 H23 H27 14.5

豊後高田市 国土交通省 － 〇 H23 H25 6.5

豊後高田市 国土交通省 － 〇 H27 H27 2.7

豊後高田市 国土交通省 － 〇 H25 H26 2.1

老人クラブ／商工会議所

国土交通省 － 〇 H23 H23 3.0

豊後高田市 国土交通省 0.36ha 〇 H23 H24 752.0

豊後高田市 国土交通省

L=908.4m、W=11.5m

〇 H24 H26 119.9

豊後高田市 国土交通省 288㎡ 〇 H24 H24 3.2

豊後高田市/観光まちづくり会社

国土交通省 － 〇 H24 H26 39.2

豊後高田市 国土交通省 － 〇 H25 H25 10.0

豊後高田市 厚生労働省 ○ H23 H27 1

合計 1,403.3

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　拠点施設活用事業

計画区域

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　中心市街地魅力向上事業

玉津地区

輝くプラチナいきいき交流事業 地区全体

社会資本整備総合交付金　基幹事業　図書館建設事業

豊後高田市御玉

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　市道玉津海岸線施設等整備事業

（他）玉津海岸線（御玉工区）

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　まちなか憩い空間整備事業

計画区域

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　まちの魅力度調査（豊後高田市）

－

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　市民きらきら学び塾事業

－

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　プラチナ情報センター整備事業

玉津地区

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　拠点施設再点検強化事業

計画区域

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　ボンネットバス活用支援

計画区域

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　昭和の町のあり方検討調査

－

（他）宮町海岸線（高田工区）

（他）御玉川原線（是永町工区）

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　旧図書館活用整備

玉津地区

社会資本整備総合交付金　効果促進事業　昭和の町・プラチナ通り等活性化支援

計画区域

事業期間

全体事業費

（他）玉津海岸線（御玉工区）

（１）新町上町線（玉津工区）

（他）上町線（玉津工区）

（他）御玉1号線（御玉工区）

事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○）


